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Thai loves Japan－                 

タイフェスティバル in 名古屋 2011 開催のご案内 
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タイフェスティバル in 名古屋実行委員会ではこの度、以下要領で第 7 回タイフェスティバル in 

名古屋 2011 を開催致しますことをご案内申し上げます。 

イベント名 ：タイフェスティバル in 名古屋 2011 

開催日時 ：2011 年 5 月 28 日（土）～29 日（日）10 時～20 時 

開催場所 ：愛知県名古屋市中区栄 3 丁目 65 番地 

 久屋大通公園久屋広場 ＊入場無料 

テーマ ：Thai loves Japan－                （ﾅﾑｼﾞｬｲ･ｽｰ･ｲｰﾌﾟﾝ） 

（タイ・ラブ・ジャパン／思いやりを日本へ！） 

主催 ：タイフェスティバル in 名古屋実行委員会 

後援 ：愛知県・名古屋市・愛知県国際交流協会・名古屋商工会議所・タイ王国大

使館・タイ王国大阪総領事館・タイ王国名誉総領事館（名古屋）・タイ国政府

観光庁・タイ国政府貿易センター・タイ国際航空 

このたびの東日本大震災を受けて当委員会では今年のテーマを「Thai loves Japan－                」

として東日本大震災を受けて協賛収入の一部を義援金に充当致します。イベント会場内では出展

者・来場者皆々様への募金を呼び掛け、お預かりした義援金は全額、日本赤十字等を通じて全額

寄付致します。 

以下、その他催しについてご案内致します： 

■会場内出展ゾーン■120 余年に及ぶ友好国・タイのすばらしい文化を紹介することを目的とし

て開催されるタイフェスティバル in 名古屋は今年で 7回目。バンコクの喧騒さながらの会場内、

飲食店ゾーンでは 30 店に及ぶ腕自慢タイ料理屋台が軒を連ね、香ばしい匂いが否応に食欲を刺激

します。物販ゾーンではこの時期旬を迎えるマンゴーなどのタイのフルーツや雑貨の数々、タイ

国政府観光庁などの文化紹介ゾーンに今年はタイ王国大使館による出張領事館も出店も計画され

ています。癒しと微笑みの国タイ・タイマッサージゾーンで日頃の疲れを癒していただけます。 

  



■ステージ■イベントの充実もタイフェスティバル in 名古屋の自慢です。 

指先の芸術・タイの伝統舞踊や会場を興奮の渦に巻き込むムエタイ、タイ料理やカービング、タ

イ語のデモンストレーション、「あなたの“タイ”を自慢してください」などの会場参加企画（5/29

開催）でタイ文化を余すところなくご紹介していきます。名古屋で活躍する[ファンクキッド]によ

るダンスショー、[BOYS AND MEN]によるステージが花を添え、例年のお楽しみ・タイからは超

人気アーティスト NICOLE（ニコル）が来日してのライブで会場内の盛り上がりは最高潮に。毎

日 19 時 45 分からは名古屋－タイ往復航空券が当たるラッキードローも企画されていますから最

後まで気が抜けません。 

  

 

＜5 月 29 日（日）18:15～特別企画＞【あなたの“タイ”を教えてください！】 

タイフェスティバルのステージであなたの“タイ”を自慢しよう！ 

1 組何名での参加も可、参加してくれた全員にステキなタイグッズを差し上げます。ファッショ

ンや持ち物など“タイ”に関わるものなら何でも OK（事前受付した方に限ります）。詳しくはメ

ールまたはブログで。 

e-mail[thaifesnagoya@live.jp] blog[http://blog.livedoor.jp/thaifesnagoya/] 

 

【NICOLE】カリフォルニア州生まれのニコルはアメリカ人とタ

イ人とのハーフ、ニックネームは“ブッサバー（花）”。 

アメリカの大学を卒業後、98年グラミーからデビュー、たちまち

人気アーティストへ。 

1998年1stアルバム『KA-PO-LO-CLUB』、翌1999年には「Bussaba」

「Mai Chai Mai Chai」が大ヒット、女優としても活躍中の、日

本人に一番知名度の高いタイPOP女性シンガーの1人。 

 

 



 

【タイフェスティバル in 名古屋実行委員会】 

名古屋を基盤に活動し、タイにかかわる企業・個人から構成される[タイフェスティバル in 名古

屋]を開催するために組織された委員会です。2005 年の第 1 回開催は当時のタイ王国大使館 スイ

ット・シマサクン特命全権大使閣下からのご依頼を受けて開催、名古屋の市場可能性を確信した

ために第 7 回まで恒例の開催を重ね今では名古屋の初夏の風物詩として楽しみにされています。 

タイの魅力を名古屋で紹介したいという思いが込められたイベントへの来場者数は年々増え続け

昨年は 2日間で 11万人の集客を実現する単体イベントとしては地域トップの集客を誇るイベント

に育ちました。 

 

イベント当日の取材も承ります。下記お問い合わせください。 

本件に関するお問い合わせ先： 

タイフェスティバル in 名古屋実行委員会 担当：上野毛戸（うえのもと） 

三重県桑名市陽だまりの丘 6-103 ヤマモリ(株)内 

Tel. 0594-33-4072 / Fax. 0594-33-4076 

e-mail: thaifesnagoya@live.jp 

携帯：090-7610-2515（会場内受付にてご用命ください） 

 


